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＜病棟連絡事項＞
・ご家族のコロナワクチン接種状況の報告まだのスタッフは早急にメールを藤原SGMに
してください。

＜入室状況＞
【入院】
・小笠原　達夫様～東A13号室
・戸田沢　輝子様～東C6号室
・大橋　ミサ様～東D17号室

＜患者様連絡事項＞
・関橋　長一様～タール便や全身状態著変無く経過している為、オメプラゾールは本日で終了の指示あり。

・高橋　信一様～発熱無く落ち着いている為、田中Dr.よりタゾピペ終了の指示あり。

・笹本　岩男様～ゼリー食摂取良好の為、2/18昼よりミキサー食（ハーフ）・全トロミ開始の指示あり。

・佐々木　博子様～右肘から手指の腫脹、痛みありレントゲン撮影実施。右上腕骨遠位端骨折認めるが、当面は対症療法の方針。臨時薬ロキソプロフェンNa（60）3T・レバミピド（100）3T毎食後7日分、ハップスター2袋処方となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察実施しているがホールを走り回る、他室侵入を繰り返す等の迷惑行為著明にあり、早目に開放観察終了としている。自室内では脱衣行為みられ、時折、奇声を発している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。ケア時にはスタッフ2名にて訪室し、対応している。対面時は口調・表情は穏やかだが、眠れない時のために筋注を出して欲しい、母様へ電話をして欲しいとの要求聞かれている。ミトン外し等の問題行動はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・藤ケ森　淳様～身体拘束中。9：00～17：00開放観察実施。開放観察開始後はホールにて他患者様との交流みられている。電話対応時、他病棟の方へ行こうとすることやホールを徘徊する行為みられている。テレビ電話での主治医面談実施し、退院の方向にて話し合うこととなるが、病棟へ戻ると退院要求で不穏・粗暴状態になり。スタッフ５名にて対応し再拘束行っている。不穏状態にて安静保てず、主治医指示にて18：00ホリゾン筋注施行している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・林崎　なみ様～前勤務帯より努力呼吸・血圧低値持続。GCS3点、対光反射・消耗反射緩慢で意識レベル低下持続。体温36.0台→37.7℃。酸素5～10L内で適宜調整して酸素飽和度80～97％で経過。御家族様面会している。

・塩倉　一輝様～余暇はホールにて漫画本を読んだり、他者と交流しており、入院後の不穏はなく経過している。周囲の音に敏感になっている様子はなく、粗暴性もない。

＜田名部Dr.診察情報＞
・谷地　寿梨様～幻聴持続。明日よりロナセンテープを使用していく。

・安達　貴広様～特定患者様（T.O様）についてや東病棟Aユニットの環境についての不満を訴えている。西病棟への移動は前回の破損行為や他社もケガしたこともあり難しいことを説明受ける。作業療法は午前、午後利用の許可あり。感情コントロールが必要であること説明受け、薬剤調整する。コントミン糖衣錠５０㎎２×処方あり。

・塩倉　一輝様～主治医診察。薬について説明あり。「手を出したことはだめですけど、悪いとは思ってません」と話している。ロナセンテープを使用していき、妄想症状に対処していく。

・若松　茂様～八戸市立市民病院への情報提供書作成。日程調整進めてください。

・小栗　健太郎様～認知行動療法として記入した用紙を主治医へみせている。目標として２０歳で就職して、２２歳で単身生活を目指していることを話されている。夢で弟を殴り殺す夢を見たことについても、「夢であるから」ということを自覚している。GHへの退院は主治医許可あり、３月７日以降で調整していくことを説明あり。

・太田　富夫様～西病棟への転出許可あり。

・若沢　理子様～西病棟への転出許可あり。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～ｲﾝﾁｭﾆﾌﾞ減薬後血圧低下なし、問題行動ない為中止し他同内容で7日分処方。次回定期より、採血に炭酸リチウム血中濃度追加指示。

・中村　栄作様～臨時薬同内容で7日分処方。退院支援進めながら南病棟転出可指示あり。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬同内容で7日分処方。2/24　LAI指示受け済。
退院後の生活場所で迷いがあるなら、まず市内病院への転院の方向性を探りながら早期に退院支援進めるように指示。

・米田　敬子様～臨時薬同内容で7日分処方。息子様の決定を助けながら介護認定結果は出ない事も想定して、早期に退院支援進めていくよう指示。

・泉山　紀子様～整形外科の薬持参せず当院処方希望、臨時薬で7日分処方。
グループホーム入所に向けて今から支援開始するように指示。
北または西病棟転出可能。

・山本　嗣則様～臨時薬同内容で7日分処方。
妻には連絡とれず娘様へつながっている事から、本人も娘様中心に退
院支援進めても良いと話す。早期に退院支援するよう指示。

・寺地　啓喜様～木曜日の診察不要（火曜日に診察済んでる為）。
本人は施設入所希望、母様は自宅受入れ希望、意見相違あり。オンライ
ン面会や電話を通して考えをまとめるように指示。

・田村　隆己様～退院支援進めるように指示。サブで特定疾病の認知機能障害は付けれ
るとの事。

・清水目　忠男様～臨時薬同内容で7日分処方。退院支援進めるように指示。

・加藤　文男様～やや易怒的となり拒薬するあり、セロクエル100→150ｍｇへ増薬し
他同内容で7日分処方。

・河原木　しすゑ様～臨時薬同内容で7日分処方。漢方薬服薬後下痢症状やや軽減あり、病状管理と今後の意向を長男様へ確認するように指示。

・水梨　孝純様～鼻汁あり、ツムラ19　7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・若沢　理子様～処置変更なし。

・太田　富夫様～両大腿部に湿疹あり。デルモゾールＤＰ 軟膏５ｇ１本処方となり塗布の指示。

・小笠原　久年様～処置変更なし。

・飯田　修子様～両足趾に白癬あり。テルビナフィン塩酸塩クリーム１本処方となり塗布の指示。

・竹洞　総子様～処置変更なし。

・林崎　なみ様～仙骨部に4～5の皮膚黒色局面発生　ブロメライン軟膏+ガーゼ処置追加。他の処置は継続。

・河原木　しすゑ様～改善傾向。処置変更なし。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：R4.2.17　11：09
氏　　名：小笠原　達夫（おがさわら　たつお）様
生年月日：S24.12.30（72歳）
病　　名：前頭側頭型変性症
性　　別：男性
診 察 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット14号室
＜経過＞
当院1回の入院歴あり（H30.9.20～H31.3.15）。
　退院後は当院外来通院を継続。デイサービス等の介護サービスも利用し、冷凍のパンや生の魚を食べてしまうこともあるが自宅にて何とか生活出来ていた。現在は6回/週で小規模多機能を利用している。
　令和4.2.12妻より連絡あり。毎日独りで散歩に行くことに変わりはないが、本人が持っている空の小銭入れに100円単位のお金が先日入っているのを発見。以前のように、警察介入される事態は避けたくケアマネにも連絡し当院での入院加療を希望。
　R4.2.17症状の改善目的にて、11：09東病棟Aユニットへ2回目の医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：R4.2.17　10：51
氏　　名：戸田沢　輝子（とださわ　てるこ）様
生年月日：S8.8.7（88歳）
病　　名：血管性認知症
性　　別：女性
診 察 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット6号室
＜経過＞
現在グループホーム「しろやま」入所中。
　昼夜逆転や他利用者に対する迷惑行為が認められ、リスペリドンの内服しても2時間程で覚醒してしまうことからR3年12月9日に三戸中央病院メンタルヘルス科を受診。以後、中途覚醒や浅眠などの睡眠障害、生活リズムも不規則な状態であり、興奮や介護抵抗、また苛々、暴言、暴力行為等他者への攻撃的な言動や衝動行為も顕著にみられていた。血管性認知症として対症的に薬剤調整を行っていたが、睡眠障害や日中の傾眠傾向は改善せず、立位保持ができずに車椅子を使用することや、夜間覚醒して等の大声をあげることが続いていた。施設対応困難な状況であり、症状改善のため入院加療の希望あり。
　R4.2.17当院初診され、薬剤調整目的にて10：51東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報③＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：R4.2.17　11：49
氏　　名：大橋　ミサ（おおはし　みさ）様
生年月日：S10.4.1（86歳）
病　　名：レビー小体型認知症
性　　別：女性
診 察 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Dユニット17号室
＜経過＞
現在、GH「にこにこプラザ三沢」入所中。
　当院へ2回の入院歴あり（最終R3.4.21～R3.9.14）。退院後、落ち着いて過ごしていたがR4年1月頃より幻視や妄想の症状悪化。「虫がついてる」と頭をティッシュで払ったり他者の部屋に入って窓を開けようとしたり、非常口の扉を壊して外に出ようとしたりする行為が続いていた。あおぞらクリニックで薬剤調整しリスペリドン2回/日服用しているが改善なく経過。ホールを歩きまわり大声を出し、最近では居室で用を足す行為もみられていた、夜間不眠であり、職員が就床を促すと噛む・蹴る・抓る等の粗暴行為があるため施設職員は対応に苦慮。
　R4.2.16あおぞらクリニック診し、当院での入院治療を勧められ本日当院受診。症状の改善目的にて、11：49東病棟Dユニットへ3回目の医療保護入院となる。
